
創立90周年企画「郷土の高校！ 古仁屋高校のあゆみ」について 

 

古仁屋高等学校 教頭 吉井 秀一郎 

 

１ はじめに 

 鹿児島県立古仁屋高等学校は令和２年度に創立 90周年記念関連行事を実施する計画であったが，

新型コロナウイルス感染症対策のための見直しを余儀なくされ，延期及び自粛の対応を行った。 

そこで，10 年後に創立百周年を控えていることもあり，分かりやすく校史を振り返り，これまで

の歩みを踏まえて古仁屋高校の将来について考える機会となればと思い，『古高だより』（月刊）

に「創立 90 周年企画「郷土の高校！ 古仁屋高校のあゆみ」」を当時の写真資料を添付して連載

することとした。令和２年６月号から令和３年３月号まで連載した。 

 『古高だより』は瀬戸内町が刊行（月刊）する『広報せとうち』にも毎号掲載されているので，

本校が立地する瀬戸内町民及び関係者へ本校の現在の様子を伝える役割も担っている。 

 

２ 校史概要 

 本校は昭和５(1930)年に『大島郡東方村立古仁屋家政女学校』としてスタートした創立 91 周年

を迎える普通科の高校である。以後，昭和 14(1939)年に『鹿児島県古仁屋実科高等女学校』，昭和

18（1943）年に『鹿児島県古仁屋高等女学校』へと学校改編に伴い校名を変更してきた。 

 さらに，戦後間もない昭和 22(1947)年に鹿児島県古仁屋高等女学校と古仁屋町立青年学校が合併

し『古仁屋町実業高等学校』が誕生し，現在地（奄美大島要塞司令部跡）に移転したが，昭和 24(1949)

年に「名瀬の高校への進学は負担が大きすぎる。是非地元に新制高等学校設立を」という地域の強

い願いがあり『瀬戸内学校組合立古仁屋高等学校』の設立が決まった。        

 当時の奄美群島は米軍の統治下にあり，設置者も古仁屋町・西方村・実久村・鎮西村・宇検村か

ら成る「古仁屋町外四ヵ村瀬戸内学校組合」から「臨時北部南西諸島政庁」，「奄美群島政府」と

変わり，昭和 28（1953）年 12 月 25 日に日本復帰が成ると，「鹿児島県」を設置者とする『鹿児島

県立古仁屋高等学校』が誕生した。 

令和３年 12 月現在，100 名の生徒が在籍しており，25 名が県外の中学校の出身者である。その

中の 23 名が地域みらい留学生であり，全校生徒の２割を超えている。 

 

４ 参考資料等 

参考文献として各周年記念事業実行委員会等が「周年記念」を冠して刊行した冊子の中から，校

史を紐解く上で重要と思われる写真が数多く掲載されている創立 50 周年（昭和 55（1980）年）号

と創立 70 周年（平成 12(2000)年）号及び『瀬戸内町誌 歴史編』（2007 年 瀬戸内町誌歴史編編

纂委員会）を主な参考資料とし，併せて校舎や植樹の様子が分かる写真を卒業アルバムなどから引

用した。 

 

５ 掲載記事 
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令和３年３月 

 

６ おわりに 

今回，この企画を立ち上げて，改めて本校の歴史を振り返ってみることで，瀬戸内の人々が設置

（本土復帰後は鹿児島県）し，育て，支えてきた学校であることが分かった。この歩みこそが，現

在も郷土の高校として，強い期待が寄せられ，熱い眼差しが注がれ続ける源であることに気付かさ

れた。 

そして，『古高だより』を読んだ在校生及び卒業生が校史に誇りを持ち，地域の児童・生徒・保

護者から「行きたい・行かせたい」と選ばれる学校として飛躍できるよう取り組んでいきたい。 

 


